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吾
妻
山
の
雪
う
さ
ぎ
を
背
に
し
た
代
掻

き
風
景
を
見
な
が
ら
、
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
。
毎
年
見
て
い
る
光
景
で
す
が
、
お

米
が
高
騰
し
て
い
る
現
在
、
改
め
て
米
生

産
者
の
皆
様
に
感
謝
を
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
記
事
を
書
く
に
あ
た
り
２
０
２
１

年
９
月
号
の
寄
稿
文
を
見
返
し
た
と
こ

ろ
、
コ
ロ
ナ
真
っ
た
だ
に
「
マ
ス
ク
を
し

た
ま
ま
の
大
人
・
周
り
の
子
供
し
か
知
ら

ず
・
触
れ
合
い
も
無
い
環
境
で
育
つ
我
が

息
子
の
将
来
が
心
配
で
す
」
と
書
い
て
お

り
ま
し
た
。
現
在
は
当
時
の
心
配
も
よ
そ

に
、
沢
山
の
人
々
と
素
顔
で
触
れ
合
え
る

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
当
時
予
想
も
し
な
か
っ
た
関

税
戦
争
、
更
に
日
本
に
お
い
て
は
、
高
騰

す
る
物
価
高
の
中
で
、
企
業
と
し
て
生
き

延
び
る
た
め
の
重
厚
な
対
策
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

つ
ま
り
、
過
去
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
続

け
る
の
で
は
な
く
、
改
め
て
自
社
の
強
み

を
見
つ
め
直
し
て
社
員
一
同
一
丸
と
な

り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
意
気
込
み

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

私
も
法
人
会
の
皆
様
の
助
言
に
よ
り
、

自
社
の
強
み
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
に
、

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
会
の
皆

様
と
共
に
、
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
︵
小
針
記
︶



令
和
７
年
６
月
２
日
︵
月
︶
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ
に
て
第
13
回
通
常
総
会
・
税
務
講
話

を
開
催
し
ま
し
た
。

税
務
講
話
で
は
、
福
島
税
務
署
法
人
課
税
第

一
部
門
統
括
官
の
佐
々
木
治
氏
よ
り
税
務
行
政

の
Ｄ
Ｘ
と
し
て
税
務
署
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ａ

Ｌ
Ｌ

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
や
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の

利
用
」
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
総
会
は
、
福
島
税
務
署
櫻
井
正
浩
署
長
は

じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

ま
た
、
約
１
６
０
名
︵
他
委
任
状
出
席
１
６
７
０

社
︶
の
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。議

事
は
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
の
報

告
の
後
、
令
和
６
度
決
算
承
認
の
件
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
件
等
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
、

全
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
は
、
新
た
に
「
会
員

サ
ー
ビ
ス
向
上
」
や
「
社
団
化
50
周
年
記
念
事
業
」

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
に
は
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

︽
役
員
功
労
者
表
彰
︾

副
会
長

　
　

岸

秀
年
︵
ト
ー
ニ
チ
㈱
︶

　
　

鈴
木
洋
敬︵税

理
法
人
鈴
木
会
計
伊
達
事
務
所
︶

理
事

　
　

五
十
畑
昌
之
︵
東
北
自
興
味
㈱
︶

　
　

佐
藤
武
彦
︵
㈲
ダ
イ
ワ
プ
ラ
ン
︶

　
　

菅
野

晋
︵
丸
進
機
業
㈱
︶

　
　

三
品
清
重
︵
㈱
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
︶

　
　

大
内
千
春
︵
㈱
ウ
ィ
ン
ス
リ
ー
ひ
か
り
︶

　
　

伊
藤
淳
一
︵
㈱
伊
藤
製
作
所
︶

　
　

蒲
倉
久
夫
︵
㈱
サ
ン
ダ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
︶

　
　

鈴
木
洋
子
︵
㈱
ユ
ア
ラ
イ
フ
︶

︽
会
員
増
強
表
彰
︾

　
　

樋
口
郁
雄
︵
福
島
信
用
金
庫
︶

　
　

横
山
利
幸
︵
㈱
福
島
銀
行
︶

︽
会
員
増
強
優
秀
支
部
表
彰
︾

◆
加
入
率
50
％
以
上
３
年
維
持

　
　

公
益
社
団
法
人
福
島
法
人
会
国
見
支
部

︽
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
︾

◆
経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
推
進
表
彰

︿
金
賞
﹀
樋
口
真
紀
子

︿
銀
賞
﹀
髙
野
恭
子

︿
銅
賞
﹀
阿
部
洋
子

︵
大
同
生
命
保
険
㈱
福
島
営
業
所
︶

◆
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
推
進
表
彰

︿
銅
賞
﹀
岩
野

大

︵
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
郡
山
支
店
︶

◆
ア
フ
ラ
ッ
ク
商
品
推
進
表
彰

︿
金
賞
﹀
共
進
︵
株
︶
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第
13
回
通
常
総
会

賞
者
は
左
記
の
と
お
り
の
方
々
で
す
。

総
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
。
再
任
さ
れ
た
千

葉
政
行
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
和
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

右から、岸秀年氏、鈴木洋敬氏、千葉会長、
三品清重氏、蒲倉久夫氏、鈴木洋子氏

役　職 氏　名 会　社　名
会長 千　葉　政　行 ㈱サン・ベンディング福島

副会長 齋　藤　義　博 ㈱丸福織物
〃 紺　野　正　雄 ㈱Ａ水技研
〃 丹　野　善　一 福島紅葉漬㈱
〃 渡　邊　英　人 ㈲渡辺自動車
〃 引　地　正　樹 ㈱キョーシン金型
〃 藤　倉　伸　祥 ㈲藤倉保険企画
〃 穂　積　寿　男 ㈲竹屋菓子店
〃 斎　藤　規　雄 ㈲サイトウホーム
〃 伊　藤　信　弘 ㈱いちい
〃 佐　藤　真　也 ㈲佐藤新聞店
〃 宮　崎　泰　明 スナンエキスプレス㈱
〃 箭　内　一　典 ㈲やない製麺
〃 佐　藤　昌　彦 （税）ＭＡＳＴＡＣ佐藤会計

理事 最　上　　　諭 ㈱総合コンサルタンツ
〃 後　藤　洋　伸 後藤造園土木㈱
〃 三　浦　康　伸 東開クレテック㈱
〃 福　地　雅　人 ㈱フクトウ
〃 桃　井　三　夫 ㈱日新土建
〃 大和田　知　昭 ㈱大丸工務店
〃 村　山　広　一 陽光社印刷㈱
〃 手　塚　健　一 ㈱ウェディングエルティ
〃 日　下　直　哉 ㈱クサカ印刷所
〃 齋　藤　嘉　紀 丸藤ガラス㈱
〃 加　納　武　志 ㈲菅野地所
〃 佐　藤　万　吉 ㈱山和
〃 星　野　真　弘 ㈱星野合金

役　職 氏　名 会　社　名
理事 堀　切　知　之 ㈲丸滝
〃 森　藤　洋　一 森藤食品㈱
〃 酒　井　富　也 ㈱酒井東栄コーポレーション
〃 柴　田　和　明 ㈲アライブ
〃 大　澤　益　三 ㈲益蔵
〃 大和田　利　明 ㈲大和田会計事務所
〃 酒　井　良　晃 伊達貨物運送㈱
〃 多　田　憲　司 共進㈱
〃 渡　邊　浩　二 ㈱渡辺工務店
〃 阿　部　義　己 ㈱阿部ニット
〃 紺　野　　　学 ㈱橋脇商店
〃 髙　橋　好　雄 ㈲ふくしま中央交通
〃 村　山　雅　枝 陽光社印刷㈱
〃 原　田　純　子 東北精密工業㈱
〃 藤　井　拓　哉 ㈱アブソーブ
〃 池　田　進　二 福島中央青果卸売㈱
〃 羽　田　和　德 ㈱たまのや
〃 佐　藤　光太郎 ㈱フレッグ
〃 箱　岩　　　偉 ㈲テレサ
〃 藤　野　圭　史 ㈱藤野
〃 横　山　りつ子 ㈲おりおり
〃 鈴　木　武　雄 税理士法人鈴木会計
〃 佐戸川　政　実 福島鈑金工業㈱
〃 大　橋　広　明 日東物産㈱
〃 冨　塚　新　吉 進和ビジネス㈱
〃 佐　藤　　　一 東北精密工業㈱
〃 横　山　利　幸 ㈱福島銀行

役　職 氏　名 会　社　名
理事 実　沢　芳　史 ㈲みさわ建築設計事務所
〃 樋　口　卓　弥 ㈱樋口屋商店
〃 古　川　壮　一 ㈱フルカワ
〃 阿　部　邦　宏 富久泉工業㈱
〃 高　橋　　　剛 東北コピー販売㈱
〃 小　熊　弘　人 社会福祉法人あいあい福祉会
〃 佐　藤　龍　史 ㈱ＳＰＩ
〃 石　本　理　恵 ㈱福島丸公
〃 石　井　達　哉 ㈱勝栄製作所
〃 岩　見　孝　之 ㈱岩見
〃 大　石　洋　介 ㈲大石ガラス店
〃 大　内　礼　子 大内わら工品㈱
〃 菅　野　敦　史 ㈱菅野共栄会計
〃 斎　藤　良　治 ㈲大野建築設計事務所
〃 佐々木　英　人 杜不動産㈱
〃 三本杉　　　裕 ㈱三本杉ジオテック
〃 宍　戸　宏　行 ㈲宍戸ビジネスマネージメント
〃 高　橋　　　進 ㈱高徳
〃 成　茂　彩　生 朝日システム㈱
〃 芳　賀　一　夫 会津建設㈱

監事 樋　口　郁　雄 福島信用金庫
〃 佐　藤　正　志 ㈲佐藤会計事務所
〃 上　榁　　　大 ㈱東邦銀行

外部理事 佐々木　史　隆 佐々木史隆税理士事務所
外部監事 行　形　裕　司 行形裕司税理士事務所

公益社団法人福島法人会　理事・監事名簿
（敬称略・順不同）

令
和
６
年
度
表
彰
受
賞
者
︵
敬
称
略
︶

2



国
税
庁
で
は
、「
税
務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
―
税
務
行
政

の
将
来
像
２
０
２
３
―
」
を
公
表
し
、「
納

税
者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
事

務
の
効
率
化
・
高
度
化
」
及
び
「
事
業
者
の

デ
ジ
タ
ル
化
促
進
」
の
３
つ
の
柱
に
基
づ
い

て
施
策
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
税
務

行
政
の
効
率
化
に
資
す
る
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
の
経
済
取
引
の
効
率
化
や
正
確
性
の

向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
取
組
と
考
え
て
お

り
、
国
税
当
局
と
し
て
も
事
業
者
の
デ
ジ
タ

ル
化
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。デ

ジ
タ
ル
化
に
は
、
請
求
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に

よ
る
申
告
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
な
ど
が

あ
り
、
事
業
者
が
ご
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

現
状
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
今
般
、

「
デ
ジ
タ
ル
化
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成

い
た
し
ま
し
た
。事
業
者
ご
自
身
に
よ
り「
デ

ジ
タ
ル
化
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
各
項
目
の

状
況
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
社

《
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
》

内
・
事
業
所
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
情

報
の
共
有
や
、
今
後
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入

や
税
務
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
際
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仙
台
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
本
取
組
に
つ
い
て
、
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

税
務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
併
せ
て
、
経

済
取
引
や
業
務
も
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
業
者
の
方
が
日
頃
行
う
事
務
処
理

の
一
貫
し
た
デ
ジ
タ
ル
処
理
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
Ｅ
Ｄ
Ｉ
や
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｏ
ｌ
な
ど
を
活

用
し
て
一
貫
し
た
デ
ジ
タ
ル
処
理
が
実
現
す

る
こ
と
で
、
事
業
者
の
方
の
生
産
性
の
向
上

に
加
え
、経
営
の
高
度
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
一
貫
し
た
事
務
処
理

が
実
現
し
た
場
合
、
①
手
作
業
が
減
っ
て
、

煩
雑
な
業
務
か
ら
解
放
、
②
ミ
ス
が
減
っ
て

業
務
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
③
本
来
や
る
べ

き
業
務
に
集
中
し
て
売
上
ア
ッ
プ
、
④
書
類

の
保
存
コ
ス
ト
が
減
少
等
、
様
々
な
メ
リ
ッ

ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
導
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

《
業
務
や
税
務
手
続
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
》

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

︽
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
が
便
利
で
す
︾

福
島
県
で
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
︵
地
方
税

ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
︶
に
よ
る
、
電
子
申

告
、
電
子
納
付
、
電
子
申
請
・
届
出
が
可

能
で
す
。

◇
対
象
税
目

法
人
県
民
税
・
法
人
事
業
税
・
特
別
法

人
事
業
税
・
県
民
税
︵
利
子
割
、
配
当

割
、株
式
等
譲
渡
所
得
割
︶・
た
ば
こ
税
・

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
・
軽
油
引
取
税
・
産

業
廃
棄
物
税

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
、
申
告
か
ら
納
税
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
金
融
機
関
へ
出
向
く
こ
と
な
く
、

複
数
の
地
方
団
体
へ
一
括
で
納
付
で
き
る

た
め
、
大
変
便
利
で
す
。

な
お
、
資
本
金
１
億
円
超
の
普
通
法
人

等
が
行
う
令
和
２
年
４
月
１
日
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
提
出
が
義
務
化
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
操
作
に
関
し
て
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
︵
電
話

０
５
７
０
―
０
８
―
１
４
５
９
︶
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
、
県
税
に
関
し
て
は
、
最
寄
り

の
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
た
は
県
庁
税

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︵
県
庁
税
務
課
︶

 ＜デジタル化による一貫した
　　　　　　　 事務処理が実現した場合＞

＜法人事業者用デジタル化
　　　　　　　　チェックシート（抜粋）＞

【仙台国税局 HP「デジタル化
　　チェックシート」掲載ページ】

（https://www.nta.go.jp/about/
organization/sendai/jigyosyadeji/
checksheet/index.htm）
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昨
年
の
令
和
６
年
に
は
定
額
減
税
が
実
施

さ
れ
、
所
得
税
か
ら
本
人
及
び
扶
養
親
族
等

に
１
人
当
た
り
３
万
円
の
減
税
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
課
税
さ
れ
る
税
額
が
減
税
額
に
達
し

な
い
ケ
ー
ス
で
は
減
税
を
補
足
す
る
給
付
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
税
所
得
割
が

課
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
等
に
は
別
に
給
付
金

が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
減
税
と

給
付
金
を
組
み
合
わ
せ
た
今
ま
で
に
な
い
少

し
込
み
入
っ
た
制
度
で
し
た
。
こ
の
定
額
減

税
は
令
和
６
年
限
り
の
措
置
で
す
。

そ
し
て
令
和
７
年
で
は
所
得
税
の
基
礎
控

除
の
改
正
が
国
会
審
議
を
経
て
決
ま
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
所
得
金
額
が
２
，
４
０
０
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
48
万
円
で
し
た
。
そ
の
た

め
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
れ
ば
給
与
所
得
控
除

の
55
万
と
併
せ
て
１
０
３
万
円
の
控
除
と
な

り
こ
の
収
入
以
下
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
掛
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
で
こ
の
基

礎
控
除
の
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
お
お
よ
そ

２
０
０
万
円
以
下
の
収
入
の
場
合
は
基
礎
控

除
が
95
万
円
と
な
り
、
給
与
所
得
控
除
も

55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
の

で
併
せ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
給
与
所
得
者
で

あ
れ
ば
収
入
が
１
６
０
万
以
下
で
あ
れ
ば
所

得
税
が
掛
か
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今

ま
で
は
１
０
３
万
円
の
壁
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
そ
れ
が
１
６
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で

は
よ
ほ
ど
の
所
得
が
な
い
限
り
48
万
円
の
基

礎
控
除
で
一
定
し
て
い
ま
し
た
が
今
回
の
改

正
で
は
少
な
く
と
も
令
和
７
年
及
び
令
和
８

年
に
閲
し
て
は
お
お
よ
そ
２
０
０
万
円
を
超

え
て
収
入
が
上
が
っ
て
い
く
ご
と
に
基
礎
控

除
が
段
階
的
に
減
額
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。
従
っ
て
今
年
の
年
末
調
整
に
お
い

て
は
各
給
与
所
得
者
の
収
入
に
よ
り
基
礎
控

除
の
額
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
そ
の
点
に
つ

い
て
十
分
注
意
を
払
う
必
要
が
出
て
き
ま

す
。
以
前
は
年
末
調
整
に
必
要
な
書
煩
は
扶

養
控
除
等
申
告
書
、
保
険
料
控
除
申
告
書
で

し
た
が
現
在
で
は
そ
れ
に
基
礎
控
除
申
告
書

等
の
３
枚
と
な
り
年
末
調
整
の
事
務
は
煩
雑

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

租
税
制
度
の
原
則
は
公
正
、
中
立
、
簡
素

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
公
正
、
中
立
は
さ
て

お
き
簡
素
に
つ
い
て
は
昨
年
の
定
鎖
減
税
、

ま
た
今
回
の
所
得
税
基
礎
控
除
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
そ
の
逆
を
い
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
社
会
、
経
済
が
複
雑
化
し

て
き
て
お
り
。
ま
た
国
の
財
源
確
保
の
観
点

か
ら
も
あ
る
程
度
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
の
で
す
が
我
々
実
務
家
と
し
て
は
少
し
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部

白
岩

裕
嗣

令和６年度　決算（正味財産増減計算書） （単位：円）

令和７年度　収支予算 （単位：円）

収入（59,261,155）
雑収益
802,473
1.4%

受取会費
19,333,694
32.6%

事業収益
7,063,640
11.9%

受取補助金等
19,981,320
33.7%

受取負担金
12,063,601
20.4%

特定資産運用益
16,427
0.0%

支出（62,854,249）

公１
25,180,746
40%

公２
7,420,901
12%

公３
6,531,561
11%公益共通

208,330
0%

収益事業等会計
12,621,439
20%

法人会計
10,891,272
17%

■公１
税知識の普及・納税意識
の高揚を目的とする事
業、税制の提言に関する
事業

■公２
地域企業の健全な発展に
資する事業
■公３
地域社会への貢献を目的
とする事業

■公益共通
■収益事業等会計
会員の交流・福利厚生に
資するための事業
■法人会計

収入（62,297,600）
雑収益
636,000
1.0%

特定資産運用益
14,000
0.0%

受取会費
19,625,600
31.5%

事業収益
10,480,000
16.8%

受取補助金
18,902,000
30.3%

受取負担金
12,640,000
20.3%

支出（69,977,606）

公益目的事業会計
41,391,531
59%

収益事業等会計
17,207,525
25%

法人会計
11,378,550
16%

　詳しい内容は、福島法人会ホームページの情報公開資料から確認することができます。
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青
年
部
会

◦
第
13
回
研
修
交
流
会
開
催

（
令
和
７
年
５
月
26
日
）

斎
藤
新
部
会
長
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
福
島
法
人
会
青
年
部
会
の
部

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。身
が
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、

青
年
部
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
は
、「
研
修
広
報
」「
税
制
交
流
」「
社

会
貢
献
」
の
三
つ
の
委
員
会
を
中
心
に
活
動

◦
献
血
活
動

２
０
２
５
年
6
月
1
日
、
福
島
法
人
会
青

年
部
・
社
会
貢
献
委
員
会
の
第
１
回
献
血
活

動
を
、道
の
駅
ふ
く
し
ま
に
て
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
今
年
度
の
社
会
貢
献
委
員
会
の
大
波

委
員
長
を
中
心
に
協
力
し
、
無
事
に
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
を

通
じ
て
、
学
び
の
機
会
を
提
供
し
、
法
人
会

の
活
動
を
広
め
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
女
性
部
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

法
人
会
の
両
輪
の
一
つ
と
し
て
、
よ
り
力
強

い
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

青
年
部
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
の
は
、

部
会
員
一
人
ひ
と
り
の
ア
イ
デ
ア
と
協
力
で

す
。
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
が
、
新
し
い
価

値
を
生
み
出
し
、
活
気
あ
る
組
織
へ
と
成
長

さ
せ
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
環
境
を

整
え
、
誰
も
が
力
を
発
揮
で
き
る
場
を
つ
く

る
こ
と
が
、私
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
と
と
も
に
、
挑
戦
し
、
学
び
合
い
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
青
年
部
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ご
支
援
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
活
動
報
告
と
し
て
は
受
付
合
計
81

名
・
献
血
人
数
72
名
の
方
々
に
ご
協
力
頂
き
、

過
去
最
高
に
迫
る
多
く
の
方
に
献
血
の
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。
お
手
伝
い
・
献
血
の
ご
協

力
を
頂
い
た
部
会
員
そ
し
て
親
会
・
女
性
部

会
・
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
も
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
事
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
献
血
活
動
は
、
10
月
５
日
道
の
駅

ふ
く
し
ま
で
実
施
し
ま
す
。
今
回
に
引
き
続

き
沢
山
の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
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女
性
部
会

◦
移
動
例
会

四
月
二
十
二
日
、
会
員
十
五
名
で
「
大
桑

原
つ
つ
じ
園
」「
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
ひ
ら
た
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
つ
じ
は
ま
だ
咲
き

始
め
で
し
た
が
、
新
緑
に
包
ま
れ
、
花
を
愛

で
な
が
ら
歩
く
の
は
と
て
も
爽
快
で
し
た
。

昼
食
は
石
川
町
の
「
蕎
麦
美
人
」
で
す
。

日
本
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
お
蕎
麦
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
お
料
理
ど
れ
も
が
絶
品

で
し
た
。
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
が
ま
た
よ

か
っ
た
で
す
。

「
ジ
ュ
ピ
ア
ラ
ン
ド
ひ
ら
た
」
で
は
、
ま

◦
第
十
三
回
研
修
交
流
会

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
に
お
い
て
女
性
部
会
の
第
十
三

回
研
修
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
櫻
井

税
務
署
長
、
宮
崎
法
人
会
副
会
長
、
実
沢
青

年
部
会
長
、関
連
保
険
会
社
代
表
の
方
々
と
、

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
約
二
十
一
名
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
唱
和
、
鈴
木
洋
子
部
会
長
の

挨
拶
、
来
賓
紹
介
の
の
ち
、
議
事
に
移
り
ま

し
た
。
議
事
第
三
号
議
案
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

ま
で
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、

今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
度
で
あ
り
、
鈴
木

部
会
長
よ
り
、
原
田
純
子
新
部
会
長
へ
と
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
会
よ
り
鈴

木
部
会
長
へ
感
謝
を
込
め
て
花
束
の
贈
呈
が

あ
り
、
七
年
度
は
新
メ
ン
バ
ー
で
船
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
務
署
長
よ
り
祝
辞
、

又
、
女
性
部
会
の
主
な
活
動
で
あ
る
、
ゼ
イ

だ
桜
が
観
ら
れ
、
芝
桜
と
の
共
演
は
、
思
わ

ず
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
展

望
デ
ッ
キ
ま
で
歩
く
も
好
し
、
カ
ー
ト
で

楽
々
行
く
も
好
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

「
日
本
一
辛
い
村
」
で
知
ら
れ
る
平
田
村
。

道
の
駅
に
は
激
辛
づ
く
し
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。
迷
っ
た
末
に
私
が
選
ん
だ
の
は
、
激
辛

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
と
ハ
バ
ネ
ロ
タ
バ
ス
コ
で

す
。
自
宅
で
恐
る
恐
る
食
べ
て
み
る
と
、
意

外
に
も
美
味
し
い
と
高
評
価
！
皆
様
は
い
か

が
で
し
た
か
？

今
回
は
、
ふ
く
し
ま
の
春
を
十
分
に
満
喫

し
た
会
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

キ
ン
フ
ェ
ス
、租
税
教
室
、

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に

関
し
て
の
温
か
い
励
ま
し

の
お
話
も
い
た
だ
き
、
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
を
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
青
年
部
会
長
の
乾
杯

の
ご
発
声
の
後
、
和
や
か

に
歓
談
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。
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あ
な
た
は
あ
の
日
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
だ

ろ
う
か
。
そ
う
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
だ
。
あ
の
日
私
は
、
母
と
学
校

か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
兄
と
三
人
で
テ
レ

ビ
を
見
て
い
た
。
突
然
、
地
鳴
り
が
し
て
家
が

左
右
に
揺
れ
動
き
、
家
の
物
が
ど
ん
ど
ん
倒
れ

て
い
く
様
子
を
見
て
、
恐
怖
で
震
え
あ
が
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
地
震
が
お
さ
ま
り
、
家
族

全
員
無
事
だ
っ
た
が
、
家
の
中
が
散
乱
し
、
い

つ
も
と
は
違
う
光
景
に
違
和
感
を
感
じ
、
当
時

三
歳
だ
っ
た
私
は
大
泣
き
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。
ま
た
、
父
が
公
務
員
と
し
て
町
役
場
で

働
い
て
い
た
た
め
、
災
害
時
に
招
集
さ
れ
て
し

ま
う
。
家
族
の
中
で
父
の
存
在
は
大
き
か
っ
た

た
め
、
家
族
全
員
不
安
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。

ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
た
く
さ
ん
の
被
害

情
報
は
不
安
と
悲
し
み
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
。

こ
れ
が
三
歳
な
が
ら
に
覚
え
て
い
る
印
象
的
な

出
来
事
だ
。

し
ば
ら
く
し
、
私
が
小
学
校
高
学
年
に
な
っ

た
と
き
に
授
業
で
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
調

べ
た
。
そ
の
時
、
印
象
に
残
っ
た
の
が
「
復
興

特
別
所
得
税
」
と
い
う
言
葉
だ
。
復
興
特
別
所

得
税
と
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
財
源

に
充
て
る
た
め
に
、
通
常
の
所
得
税
に
上
乗
せ

し
て
徴
収
さ
れ
る
特
別
税
の
こ
と
だ
。
こ
の
税

は
主
に
、
仮
設
住
宅
や
堤
防
や
道
路
な
ど
の
復

旧
、
放
射
能
汚
染
地
域
の
除
染
に
使
わ
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
私
は
「
税
金
」
と
い
う
言
葉
を

聞
く
と
、
生
き
て
い
く
上
で
た
く
さ
ん
耳
に

す
る
言
葉
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

る
た
め
、
と
て
も
厄
介
で
苦
手
意
識
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
復
興
特
別
所
得
税
は
被
災
者

で
あ
る
私
に
と
っ
て
興
味
深
く
、
知
る
必
要

が
あ
る
税
金
だ
と
思
っ
た
。
税
金
が
な
け
れ

ば
、
犯
罪
を
取
り
締
ま
る
警
察
官
が
い
な
く

な
り
、
町
中
は
ト
ラ
ブ
ル
だ
ら
け
に
な
っ
た

り
、
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が

な
く
な
っ
た
り
と
、
様
々
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。

東
日
本
大
震
災
は
私
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
も
の
を
奪
っ
た
。
し
か
し
、
復
興
特
別
所

得
税
を
中
心
と
し
た
様
々
な
支
援
の
お
か
げ

で
、
被
災
者
は
少
し
で
も
救
わ
れ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
税
金
は
面
倒
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
生
き
て
い
く
上
で
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
な
く
な
っ
て
は
い
け
な

い
大
切
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
よ
り
も
下
の
世
代
の

子
供
た
ち
に
税
金
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
、

税
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
。
そ
し
て
、
将
来
の
日
本
の
た
め
に
納
税

を
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

令
和
５
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

一
年

山

木

優

奈

福
島
県
立
福
島
南
高
等
学
校

震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

福
島
地
区
税
務
関
係
団
体
協
議
会
長
賞

税金クイズ
※2025年５月号の答え ❶…② ❷…① ❸…① 当選者 五十嵐様､酒井様､藤倉様

法　人　名 代表者 住　　所 業　　　種

（株）ＳｏｒａＨａｎａ不動産 髙橋　一仁 福島市入江町14-13　七福人ビル202 不動産

川原自動車（株） 佐藤　勇貴 福島市南矢野目字柳田前6 自動車整備

（株）瀬川建設 瀬川　正留 福島市飯坂町平野字久根際2-1 建設業

＊新入会員のうち情報公開に同意いただいた会員のみを掲載しています新規加入者紹介

福島法人会よりインターネットセミナーのご案内

会員ID：１２９１ パスワード：５０１２ID・パスワードは

会員の方は６００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます
お問い合わせは福島法人会事務局まで

福島法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます

https://f-hojin.or.jp ⇒左ﾊﾞﾅｰ をｸﾘｯｸ
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広
報
委
員
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た

◦
回
答
者

　
　

福
島
カ
ラ
ー
印
刷
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

渡
辺

泰
子
氏

︵
以
下
、
社
長
︶

◦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

　
　

広
報
委
員
長

伊
藤

信
弘
氏

︵
以
下
、
委
員
長
︶

社
長

印
刷
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
初

は
新
聞
折
込
広
告
の
制
作
を
中
心
に
商
業

印
刷
物
全
般
を
仕
事
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
聞
の
発
行
数
の
減
少
と
折
込
広
告

の
減
少
に
伴
い
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制

作
も
受
注
し
て
い
ま
す
。　
　
　

委
員
長

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

社
長

震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
で
社
員
が
出
社
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
の
一
つ

で
す
。
印
刷
業
は
デ
ー
タ
で
作
る
の
が
主

流
で
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
作
業
に

つ
い
て
は
特
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
　

社
員
が
出
社
で
き
な
く
と
も
自
宅
等
か

ら
本
社
の
サ
ー
バ
ー
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
れ

ば
仕
事
が
で
き
る
と
考
え
て
、
ま
ず
は
、

社
内
の
デ
ー
タ
へ
外
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
方
法
と
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
　

現
在
は
こ
の
仕
組
み
を
発
展
さ
せ
て
、

育
児
や
介
護
等
で
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
働
け

な
い
方
を
中
心
に
外
部
委
託
「
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
願

い
し
て
い
る
方
は
、
も
と
も
と
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
を
し
て
い
た
方
や
Ｗ
ｅ
ｂ
に
詳
し

い
方
で
あ
る
た
め
大
変
戦
力
に
な
っ
て
い

ま
す
。

委
員
長

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
と
社
員

の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
社
内

か
ら
の
反
発
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

グ
す
る
前
は
仕
事
が
重
な
っ
て
く
る
と
社

内
の
雰
囲
気
が
重
く
な
っ
て
大
変
で
し
た

が
、
今
は
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
な
り
、
残

業
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
制
作
の
仕
事
を
断
る
こ
と
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
社
内
で
出
来
な
い
場
合

は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
れ
ば
良
い
わ
け

で
す
か
ら
。
さ
ら
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
し
た
業
務
の
出
来
上
が
り
を
見
て
、
社

員
は
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
　

人
手
不
足
対
策
に
も
な
り
悪
い
点
は
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

委
員
長

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
業
務
の
効
率
化

き
ま
せ
ん
の
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
原
案
を

基
に
納
品
す
る
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
、
お

客
様
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
い
た
だ
く
と
い
っ

た
流
れ
で
す
。

委
員
長

Ａ
Ｉ
導
入
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る

の
で
す
か
。

社
長

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
使
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
も
と
も
と
社
員

の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
が
高
か
っ
た
と
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

厚
生
労
働
省
の
人
材
開
発
支
援
助
成
金

を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
３
か
月

受
講
し
て
も
ら
い
社
内
に
Ａ
Ｉ
が
使
え
る

人
を
育
成
し
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
ら
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
出
来
そ
う
な
業
務
の
洗
い

社
長

特
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

委
員
長

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
福
島
カ

ラ
ー
印
刷
株
式
会
社
の
渡
辺
社
長
に
、
業

務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

社
長

こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

委
員
長

福
島
カ
ラ
ー
印
刷
さ
ん
の
業
務
内

容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

左から伊藤委員長、渡辺社長

を
図
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

社
長

一
例
で
す
が
、
①
業
務
の
打
合

せ
を
録
音
し
た
も
の
を
文
字
に
起
こ

す
。
②
文
字
起
こ
し
し
た
打
合
せ
の

記
録
を
要
約
す
る
。
さ
ら
に
デ
ザ
イ

ン
な
ど
の
仕
事
で
あ
れ
ば
③
要
約
し

た
内
容
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
原
案
を
作

成
す
る
。
こ
れ
ら
を
Ａ
Ｉ
や
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　

最
初
の
業
務
打
合
せ
の
際
に
し
っ

か
り
と
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
で
き
れ
ば
デ

ザ
イ
ン
の
原
案
は
そ
れ
な
り
の
精
度

の
も
の
が
で
き
ま
す
。
当
然
そ
の
ま

ま
お
客
様
へ
納
品
す
る
わ
け
に
は
い
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出
し
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
長

こ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
業
務
や
で
き
な
か
っ
た
業
務
は

あ
り
ま
す
か
。

社
長

校
正
作
業
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
赤
書
き
個
所
を
補
正
す
る
の

で
す
が
、
完
全
に
補
正
で
き
ず
、
最
終
的

に
人
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
わ
け
で
す
か
ら
初

め
か
ら
人
の
手
で
補
正
し
た
ほ
う
が
早
い

と
な
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
や
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
は
営
業
の
提
案
内
容
の
洗
い
出

し
な
ど
で
す
で
、
徐
々
に
実
働
し
て
い
ま

す
。

委
員
長

税
務
関
係
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
も
お

伺
い
し
ま
す
。
電
子
帳
簿
保
存
法
や
申
告

時
の
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
、
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
や
＊
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
税

務
関
係
で
も
Ｄ
Ｘ
化
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
何
か
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り

ま
す
か
。

い
ま
す
。
現
在
は
紙
保
存
と
併
用
し
て
い

ま
す
が
、
書
類
の
管
理
の
手
間
が
な
く
な

る
の
と
、
保
管
場
所
が
不
要
に
な
る
の
で

楽
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

申
告
に
つ
い
て
は
税
理
士
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
る
の
で
社
内
で
の
作
業
は
発
生

し
ま
せ
ん
が
、
す
べ
て
を
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で

提
出
し
て
い
ま
す
。

　
　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て
は
令
和
６

年
の
３
月
か
ら
税
理
士
さ
ん
の
勧
め
も
あ

り
毎
月
の
源
泉
所
得
税
の
納
付
で
使
っ
て

い
ま
す
。
使
い
勝
手
は
担
当
者
に
聞
い
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
使
い
に
く
い

と
の
話
は
私
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

請
求
書
等
を
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て

い
る
取
引
先
は
あ
り
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る

デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
利
用
ま
で
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

委
員
長

Ｄ
Ｘ
化
す
る
こ
と
で
社
内
に
不
安

や
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

社
長

Ａ
Ｉ
を
使
う
前
に
は
「
手
間
が
増
え

る
」や「
間
違
い
が
多
い
の
で
は
」と
い
っ

た
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
３
割
の
効
率
化

を
目
指
し
て
使
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
使
い
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
も
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
人
と
し
な
い
人
が
い
る
の
は
確

思
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

か
で
す
。
私
と
し

て
は
す
べ
て
の
社

員
に
使
っ
て
も
ら

え
る
か
が
課
題
で

あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

委
員
長

最
後
に
会

員
の
皆
様
に
何
か

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
ま

す
。

社
長

Ａ
Ｉ
の
精
度

は
日
々
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
時

短
に
も
な
り
ま
す

し
、
業
務
の
質
向

上
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
一
度
使
っ

て
み
る
と
業
務
に

活
用
で
き
る
ヒ
ン

ト
が
見
つ
か
る
と

＊
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は

請
求
情
報
を
、
売
り
手
の
シ
ス
テ
ム

か
ら
、
買
い
手
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、

人
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
デ
ー
タ

連
携
し
、
自
動
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

社
長

電
子
帳
簿
保
存
法
は
領
収
書
の
ス

キ
ャ
ナ
保
存
は
行
っ
て
い
ま
す
。
始
め
る

と
き
は
ル
ー
ル
作
り
が
手
間
で
し
た
が
、

ス
キ
ャ
ナ
し
た
デ
ー
タ
の
名
称
を
日
付
・

相
手
方
・
金
額
と
決
め
て
月
ご
と
に
フ
ォ

ル
ダ
を
作
成
し
て
保
存
す
る
よ
う
に
し
て

「
後
日
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た
」

後
日
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
納
付
方
法
を
変

更
し
た
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

使
用
し
て
い
る
会
計
ソ
フ
ト
が
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
に
対
応
し
た
も
の
に
な
っ
た
た
め
昨

年
３
月
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
前

は
納
税
額
等
の
集
計
結
果
を
納
付
書
に
手
書

き
で
記
載
し
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
納
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
で
は
数

回
Ｏ
Ｋ
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
納
付
ま
で
完
了
し

ま
す
。
何
よ
り
土
日
も
関
係
な
く
納
付
が
で

き
、
銀
行
に
行
く
必
要
が
な
い
の
で
待
ち
時

間
が
読
め
な
い
銀
行
で
の
手
続
き
時
間
や
移

動
時
間
が
無
く
な
る
の
が
魅
力
的
で
す
。
納

付
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ないを含む）
④　事業を売却する　　⑤　事業承継はせず廃業する
⑥　当面、事業承継を行う予定はない　　⑦　その他

問７ 　事業承継／事業承継税制　
　政府は、事業承継を促進するための税制支援策を講じています。
本年度の改正では、納税猶予制度の特例措置において役員就任要
件の見直しが行われました。これまでの改正を踏まえて、事業承
継税制について特に重視すべき点を２つ以内で選んで下さい。

①　これまでの改正で十分であり、当面は利用状況等を注視す
る

②　相続時精算課税制度など生前贈与制度の更なる拡充を求め
る

③　納税猶予制度の特例措置の延長や一般措置の要件拡充を求
める

④　事業用資産を他の一般資産と切り離し、事業用資産への課
税を軽減あるいは免除す

る制度の創設を求める
⑤　その他

　「納税猶予制度」とは、一定の要件を満たせば、相続又は贈
与により取得した非上場株式に対応する相続税、贈与税の納税
が猶予される制度。特例措置は一般措置より大幅に要件が緩和
され、(1) 令和８年３月末までに特例承継計画を提出し、(2) 令
和９年１２月末までに実際に承継を行うことで、納税猶予割合
が 100％になります。

問８ 　地方税／固定資産税
　地方の自主財源として大きなウエイトを占める固定資産税は、
その税収が景気に左右されないことから地方税に適していると言
われています。その一方で、負担感の高まりに伴って、その軽減
に向けた抜本的な見直しが必要との意見があります。固定資産税
を見直すとした場合、特に重視すべき点を２つ以内で選んで下さ
い。

①　商業地等の宅地の評価方法を見直す
②　家屋の評価方法を見直す
③　償却資産（事業用資産）への課税は廃止を含めて見直す
④　免税点を大幅に引き上げる　　⑤　その他

問９ 　所得税／基礎控除等
　今回の税制改正では、物価上昇局面における税負担調整の観点
から所得税の基礎控除が 58 万円に、そして就業調整にも対応す
る観点から給与所得控除の最低保障額が 65 万円に引き上げられ、
所得税が課税されない給与収入額が 103 万円から 123 万円（年
収 200 万円以下は 160 万円）に拡大されます（令和７年２月時
点）。国民民主党はさらなる引き上げ（178 万円）を求めていま
すが、このことについてどう考えますか。

①　国民の手取りを増やすため、課税最低限をさらに引き上げ
るべき

②　安定財源を確保するのであれば、課税最低限のさらなる引
き上げに賛成

③　今回の改正で十分である
④　課税最低限の引き上げには反対　　⑤　その他

　なお、２年間に限り、年収に応じて基礎控除に上乗せする措
置が講じられ、上乗せ額は㋑年収 200 万円超 475 万円以下
は 30 万円㋺ 475 万円超 665 万円以下は 10 万円㋩ 665 万
円超 850 万円以下は５万円となります（令和７年２月時点）。

問10 　厚生年金の適用範囲の拡大
　現在、従業員 51 人以上の企業で週 20 時間以上働き、年 106
万円以上の賃金を受け取っている短時間労働者（パート等）は厚
生年金の加入対象となっていますが、2035 年までに段階的に企
業規模要件（従業員〇〇人以上）を撤廃していくことなどが議論
されています。いわゆる「106 万円の壁」が撤廃されることにつ
いて、どう考えますか。

①　人材を確保するためにはやむを得ない
②　企業負担が増えるので反対である
③　この段階では判断できない　　④　その他

問11 　厚生年金の企業負担割合
　政府は、新たに厚生年金に加入する人の「保険料負担軽減」措
置として、労使折半となっている保険料を年収 151 万円未満ま
では企業側がより多く負担できる仕組み（企業負担割合は労働者
と事業主の合意）が検討されています。この措置についてどう考
えますか。

①　人材確保につながるので企業側がより多く負担してもよい
②　企業の負担軽減策が講じられるのであれば企業側が多少負

担してもよい
③　企業の負担軽減策が講じられたとしても企業側の負担は増

えるので反対である
④　この段階では判断できない　　⑤　その他

問12 　行財政改革
　国や地方では行財政改革に取り組みつつあるものの、国民が納
得するような抜本的改革は行われておりません。国・地方におい
ては、どの項目を中心に見直すことが望ましいと考えますか。特
に優先すべき項目を以下より３つ以内で選んで下さい。

①　無駄な予算の排除や歳出の効率化
②　国と地方の役割分担の明確化と地方への権限移譲
③　公務員の効率的な要員配置および人件費の抑制
④　議員数の削減および歳費等の抑制
⑤　客観的なデータに基づく政策立案とその効果検証
⑥　特殊法人や独立行政法人の見直し
⑦　デジタル化による業務改革
⑧　積極的な民間活力の導入
⑨　その他
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法人会では、令和８年度の税制改正に関する提言の取りまとめにあたり、会員の意向を反
映するために税制アンケートを実施しました。
福島法人会では、全会員へアンケートを郵送したところ 456 件もの回答をいただきました。
お忙しい中、アンケートにご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。
アンケートの結果を、次のとおりご報告いたします。

問 4 　消費税／インボイス制度①
　課税事業者の方にお聞きします。インボイス制度が導入されて
２年目となりますが、どのような負担が増えたと思いますか。以
下より３つ以内で選んで下さい（免税事業者の方は、空欄のまま
で結構です）。

①　取引先が適格請求書発行事業者かどうかの確認作業
②　受領した請求書等がインボイスの要件を満たしているかの

確認作業
③　インボイスの要件を満たしていない請求書等を受領した際

の対応
④　会計帳簿の記入や会計ソフトの操作
⑤　従業員への社内教育・研修
⑥　事務負担の増加による人件費の負担増
⑦　インボイス処理に伴う設備等への負担増
⑧　消費税の申告・納税にかかる事務負担増
⑨　特に問題なく対応できている　　⑩　その他

問 5 　消費税／インボイス制度②
　課税事業者の方にお聞きします。今後の免税事業者との取引に
ついてお考えをお聞かせください（免税事業者の方は、空欄のま
まで結構です）。

①　これまでと変わりなく取引を行う
②　課税事業者ではない取引先とは、すでに取引を抑制等して

いる
③　免税事業者からの課税仕入れを 80％控除できる令和８年

９月末日までは取引を行うが、それ以降は取引を再考したい
④　６年間の経過措置等が終了するまでは取引を行うが、その

後は取引を再考したい
⑤　簡易課税を適用しているので、免税事業者との取引でも影

響はない
⑥　その他

＜参考＞インボイス制度実施後６年間は、①免税事業者からの
仕入れについて、仕入税額相当額の一定割合を控除可能とする

（令和５年 10 月からの３年は 80％、令和８年 10 月からの３
年は 50％の控除が可能）経過措置や、②基準期間における課
税売上高が１億円以下又は特定期間における課税売上高が 5，
000 万円以下である事業者が行う課税仕入れについて、当該
課税仕入れに係る支払対価の額が１万円未満である場合には、
一定の事項が記載された帳簿のみの保存により仕入税額控除を
認める負担軽減措置が設けられています。

問 6 　事業承継／後継者の決定状況
　あなたの会社を事業承継するに当たって、現時点での後継者の
決定状況等について、お聞かせください。

①　子や子以外の親族に事業承継する（後継者本人も承諾して
いる）

②　親族外に事業承継する（後継者本人も承諾している）
③　後継者は決まっていない（後継者候補に意思を確認してい

問１ 　中小企業向け税制
　令和８年度税制改正を検討するにあたり、中小企業向けの税制

（法人税関係）で特に重視すべき点について、以下より３つ以内で
選んで下さい。

①　法人税の軽減税率の特例（15％）の本則化等
②　設備投資・研究開発を促進する税制の拡充
③　雇用拡大・賃金引上げを促進する税制の拡充
④　役員給与の損金算入の拡充
⑤　交際費課税の損金算入枠の拡大
⑥　欠損金の繰戻還付制度の拡充　　⑦　その他

問２ 　企業の賃上げ
　政府は「物価上昇に負けない賃上げを定着させる」こととして
おり、引き続き、中小企業の賃上げが大きな課題となっています。
あなたの会社では今年の賃上げについてどう対応しますか。

①　賃上げをする　　②　賃上げを検討したい
③　賃上げは難しい　④　賃上げをするか決めていない
⑤　その他

問 3 　価格転嫁
　人件費や仕入価格などの上昇分について、あなたの会社では商
品・サービスの価格に転嫁できていますか。

（１）人件費
①　おおむね価格転嫁できている
②　多少ではあるが価格転嫁できている
③　価格転嫁できていない　　④　価格転嫁はしない
⑤　その他

（２）仕入価格（その他経費）
①　おおむね価格転嫁できている
②　多少ではあるが価格転嫁できている
③　価格転嫁できていない　　④　価格転嫁はしない
⑤　その他
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福島法人会 福島県連 全法連福島法人会 福島県連 全法連

⑤
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会員企業を応援! わわわわわわわわつ 福島法人会つつつ!!!!!

Ｑ
．
お
店
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

女
性
経
営
者
な
ら
で
は
の
心
配
り
が
魅
力

の
居
酒
屋
で
す
。
お
料
理
は
お
ふ
く
ろ
の
味

を
目
指
し
、
家
庭
の
味
に
ひ
と
工
夫
を
加
え

た
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

座
席
は
、
１
階
に
掘
り
ご
た
つ
14
席
、
カ

ウ
ン
タ
ー
８
席
、
２
階
に
和
風
モ
ダ
ン
ル
ー

ム
30
席
と
、
椅
子
テ
ー
ブ
ル
の
「
Ｖ
Ｉ
Ｐ
空

遊
ル
ー
ム
」
が
35
席
あ
り
ま
す
。
和
風
モ
ダ

ン
ル
ー
ム
は
３
つ
の
完
全
個
室
に
も
で
き
ま

す
。
お
一
人
様
か
ら
団
体
、
家
族
連
れ
の
お

客
様
に
も
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
曜

定
休
で
す
が
、
予
約
が
あ
れ
ば
営
業
し
、
代

わ
り
に
他
の
日
が
休
み
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
ス
ナ
ッ
ク
「T

H
E

 Shuttle

」
も

経
営
し
て
お
り
、
ひ
と
く
ち
ご
利
用
か
ら
二

次
会
ス
ナ
ッ
ク
ご
利
用
で
サ
ー
ビ
ス
価
格
で

ご
案
内
し
ま
す
。

ま
た
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
お
弁
当
も
好
評

で
、
生
田
斗
真
さ
ん
主
演
のN

etflix

映
画

「D
em

on C
ity 

鬼
ゴ
ロ
シ
」
の
撮
影
現
場
に

も
３
日
間
ロ
ケ
弁
を
提
供
し
ま
し
た
。
夜
の

宴
会
が
入
っ
て
い
な
い
日
に
限
り
対
応
可
能

で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
立
ち
上
げ
ら
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

若
い
頃
か
ら
料
理
が
好
き
で
、ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
を
開
い
て
は
「
お
店
を
出
し
た
ら
？
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
良
い
物
件
が
あ
る

と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
パ
セ
オ
通
り
で
開

業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
陣
場
町
に
移
転
し
、

そ
こ
で
東
日
本
大
震
災
で
揺
れ
な
が
ら
、「
宴

株式会社一京（食彩ひとくち・THE Shuttle）
代表取締役  齋藤　京子  さん

株式会社一京（食彩ひとくち・THE Shuttle）株式会社一京（食彩ひとくち・THE Shuttle）株式会社一京（食彩ひとくち・THE Shuttle）
齋藤　京子  

【所在地】　　〒960－8034　福島市置賜町8－38
【事業内容】　飲食業
【電話番号】　024－522－5400
【公式ＨＰ】　http://1-kuchi.com/

会
場
を
持
ち
た
い
！
」
と
現
在
の
店
舗
に
移

転
し
、
今
年
開
業
35
周
年
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
オ
ス
ス
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

メ
ニ
ュ
ー
は
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

宴
会
の
予
約
を
い
た
だ
く
時
に
は
コ
ー
ス
、

予
算
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
加
え
て
男
女
比
や
年

齢
層
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
聞
き
し
て
当
日
の

メ
ニ
ュ
ー
に
反
映
し
ま
す
。
同
じ
週
に
同
じ

方
が
来
ら
れ
て
も
違
う

メ
ニ
ュ
ー
を
お
出
し
し

ま
す
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
ら
は
24
時
間
予
約
い

た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
．
福
島
法
人
会
に
入
会
さ
れ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
７
年
の
法
人
成
り
を
機
に
、
㈱
Ａ

水
技
研
の
紺
野
社
長
に
「
勉
強
に
な
る
し
、

人
脈
も
広
が
る
」
と
勧
め
ら
れ
て
入
会
し
ま

し
た
。

Ｑ
．
ク
ー
ポ
ン
事
業
へ
の
ご
協
賛
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
ま
た
は
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
駅
東
口
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

残
っ
て
い
ま
す
が
、
福
島
を
も
っ
と
盛
り
上

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
き
て
！
み
て
！

呑
ん
で
ラ
リ
ー
」
の
実
行
委
員
長
を
務
め
て

お
り
、
８
月
27
日
︵
水
︶、
８
月
28
日
︵
木
︶

の
２
日
間
で
５
店
舗
５
，
０
０
０
円
、
３
店

舗
３
，
０
０
０
円
で
回
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
５
人
で
５
，
０
０
０
円
チ
ケ
ッ

ト
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。




